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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，．外科的実験と組織学的方法を用いて，ホヤ芽体のパターン形成と細胞分化の引き金機
構の解明を目的としたものである。ミサキマメイタボヤ（Po肋例伽Cα物伽∫α后伽∫｛∫）の芽体は内
外二重の単層上皮よりなり，のう胚様の構造的単純さを示す。芽体の形態形成の緒果，咽頭と消化
管が個体の前後パターンを代表する器官として構築される。このような単純な体制は，本研究目的
にとって非常に有利な点である。
　第一の実験では，芽体片を親から分離し，宿主個体に植え継ぎを行った。芽体の前後体制は宿主
のそれに一致するように転換した。この転換に伴ない，いわゆる内臓逆位が誘導された。このこと
は，宿主個体の形態形成情報が芽体に伝達されたことを強く示唆する。第二の実験で，2個の芽体
片を癒合したところ，それらが親体壁上で占めていた位置関係に従って前後パターンが転換した。
これは，芽体片が自らの由来した位置を‘知っている’ことを意味する。この情報を位置情報と定
義した。出芽の際，芽体は特定の位置価を付与されることが判明した（便宜上，より後方の位置情
報ほど位置価が高いと表現する）。第三の実験では，位置膚報と細胞分化の関係を調べた。キメラ
芽体を調翠し発生運命地図を作成したところ，異なる位置価をもつ細胞の接触部域が個体の後端に
決定され，そこから消化管原墓が分化することが判明した。次に宿主芽体の両側に異なる位置価を
もつ組織片を置いたところ，2個の後端（消化管原基）が誘導された。この結果は，位置価の
ギャップが後端形成の引き金になっていることを示している。組織学的研究の結果は，ギャップ領
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域の細胞が形態形成に先行して著しく活性化（核の膨潤，膜系の発達，細胞分裂の促進）されるこ
とを示した。一方，個体の前端（咽頭原基）は常に位置価の低い組織に形成されることが判明した。
この組織も，形態形成に先行して活性化がおきた。第四の実験では，芽体を一定時問発生させた後
で前後に分離し，同じ予定意義をもつ芽体片同士を組み合わせた。その結果，後端は最も早く決定
を受けること，位置価が高いほど後端分化能が高いこと，決定を受けた後端域はその他の領域が後
端に分化するのを阻害すること等が判明した。このことは，芽体後端域が胚発生におけるオーガナ
イザーに似た役割を果していることを示している。即ち，芽体の位置情報は局所的な細胞活性化の
位置を指定することにより，消化管原基と咽頭原基の形成に寄与する。次に，決定された消化管原
墓が隣接する上皮の形態形成を阻害し，前後パターンの安定性が保証されると結論した。
審　　査　　の　　要　　旨
　今までのところ，動物の再生や出芽にみられる調節的発生現象を説明する適切な理論は極めて乏
しいと云える。今回，著者の開発したホヤ芽体の移植法，癒合法及びキメラ作成法は全く独創的な
技術であり，この分野の研究に新しい方法論を導入した点で高く評価される。更にラ芽体の消化管
原基の形成をめぐって，異なる位置価をもつ細胞間に近接的相互作用と遠隔的相互作用のあること
を証明した。この発見は，調節的な発生系に共通する基本的発生原理の存在を示唆しており，内外
から高い評価を受けている。位置情報の実体については現在のところ不明であるが，この分野での
今後の研究の方向を明らかにした意味で学問的に大きな意義があると思われる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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